












要約:小児の心とからだが健康に発育していくためには、対応する保健も福祉も一体でな

ければならない。それは行政においても、また生活の末端で利用される施設においても同

じである。しかし従来ややもすればこの両者は、それぞれの立場での考え方により施設を

運用する傾向があった。本研究では母子保健システムの立場から、児童福祉施設との連携

の実鰻を把握するために各施設を対象とした調査を実施する。本年度は保育園医からみた

保育所における集団保育内容の問題点、及び保育所と地域児童福祉施設との関係を調査し

た。


